
金
部
古
政
志
巻
十

り
H
と
も
・
叉

E
合
出
に
不
v
被
v
及
・

自
然
加
賀
-
m
慌
た
ど
似
し
お
と

ト

j
j
田
川
之
惣
慌
酬
を
相
抱
、
丈
夫
之
霊
同
於
v
在
ν
之
者
云
A
O

と
減
せ

給
へ
り
。
是
金
調
印
惣
様
と
い
ふ
と
と
の
記
録
が
沼
野
札
等
に
見
h
た

る
起
阪
に
て
・
金
調
印
府
城
の
外
線
部
主
指
し
て
い
は
れ
た
る
も
の
た

る
ベ
し
。
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り成果 Tr.或 22
足 る 友 り 且 は締
し 時 る し 竹 三 郷
骨 、ベ か林
官 監 し ど た 間 内
。の と、り Rq方

共左丈 ty低 E
g zt軍」 宗五
云土三遁掘 は く
主抽州 k も買t盛
土不 志埋帳 rmり
取足来ま際 許あ

場
是
左
り
。
さ
れ
ば
此
の
竪
上
の
土
を
撃
ち
見
る
に
、
皆
小
立
野
土

応
り
と
云
ふ
。
或
は
聞
く
・
惣
榔
一
刻
は
防
禦
の
警
官
し
故
花
、

土
居
も
城
内
の
土
日
出
と
ひ
と
し
く
、
入
念
K
築
け
る
が
故
に
、
態
と

モ
の
か
み
小
立
野
の
山

E
以
て
築
き
た
る
た
る
べ
し
。
叉
昔
は
此
の

郷
の
内
外
共
に
都

τ往
来
逃
な
り
し
か
ど
‘
迫
-R

・
申
立
に
よ
り
武
士

町
方
の
邸
地
へ
取
込
み
、
夫
れ
が
錆
土
居
を
崩
し
、
或
は
掘
を
ば
一

埋
出
し・

い
つ
し
か
土
居
も
惣
捌
も
む
か
し
と
は
慾
ひ
、
土
居
の
前

さ
も
捌
の
侃
も
深
さ
も
追

h
k

袋
じ
た
り
と
い
へ
り
。

Mmれ
ど
も
四
国
務

中
は

惣
様
肝
煎
-
惣
鱗
橋
呑
人
な
ど
の
町
役
人
共
居
て
、
期
中

へ
邸

芥
を
拾
っ
る
都

E
禁
じ
、
土
居
写
M

刷
し
‘
竹
木
を
伐
取
る
ゃ
う
の
郡

を
札
明
せ
し
か
ど
、
明
治
駿
務
世
間
判
の
際
惣
緋
摘
を
臨
阻
止
し
て
、
土

居
・
捌
中
の
地
主
ば
悉
く
都
下
げ
に
相
成
り
、
土
居
の
上
な
る
竹
木

共
を
伐
取
り
、
土
居
を
似
し
・
城
主
埋
め
、
佐
古
の
如
〈
平
地
と
な

し
た
る
が
ゆ
主
に
、
今
は
多
分
共
の
遺
献
も
放
く
、
惣
総
掘
の
名
E

秘
す
る
の
み
。

O
惣
格
竹
木
取
締
方

山
院
長
十
六
年
九
月
三
日
藩
主
利
光
卿
在
判
の
定
舎
に
、
左
の
数
僚
を

戦
せ
ら
れ
た
り
。

て

惣
梼
土
居
之
内
逃
之
都
、
二
間
泊
明
け
可
b

中
都
。

一
、
惣
桜
之
外
、
下
屋
敷
h
出
入
之
道
筋
、
見
計
可
思
巾
付
-事。

て

事
行
人
指
困
才
妊
に
道
を
明
け
、

叉
者
有
古
都
之
出
也
容
候
事
。
並

土
居
之
土
主
取
り
捌
を
う
め
候
事
。

一
、
柏
崎
伸
機
之
土
居
之
栴
「
町
、
共
産
放
題
之
者
共
と
し
て
可
忌
相
改
-
候
。

岩
波
に
伐
取
候
者
、
屋
敷
主
可
筑
越
度
旨
可
=巾
附
-
事
。

叉
底
安
二
年
四
月
定
舎
に
は
如
v
左
あ
り
。

て
惣
榔
之
土
居
並
川
除
之
上
、
道
を
付
通
り
候
事
。

一
、
同
期
h
眼
芥
共
外
む
ざ
と
物
を
扮
候
務
。

一
‘
痢
之
土
砂
、
森
口
六
左
衛
門

大
山
五
郎
左
街
門

前
人
b
無
断

取
侠
却
。

前
治
二
年
十
一
月
帯
情
合
所
定
牲
に
は
、

て

屋
敷
主
自
分
K
雛
ν
成
所
、
抑
制
端
土
尽
な
ど
は
.
四
人
ね
断
.

制
場
よ
り
役
人
町
制
取
修
理
可
=
巾
付
-事。

一
、
惣
術
之
竹
・
勢
切
あ
ら
し
不

ha桜
‘
切
々
人
を
廻
し
、
念
を
入

可
=
巾
付
↓
竹
傘
之
都
は
.
如
"
跡
竺
町
夫
可
a
申
付
-w申。

右
の
如
く
出
品
位
民
総
せ
ら
れ
て
、
尚
治
年
中
ま
で
は
、
惣
て
惣
桃
の

締
方
は
明
開
台
所
よ
り
裁
許
す
。

"北
陸
長
十
五
年
に
侍
品
川
u
絞
に
て
成

就
せ
し
惣
桃
堀
た
り
し
ゅ
ゑ
.
そ
の
は
じ
め
普
荷
台
所
の
普
請
に

て
、
艇
長
以
来
貌
併
せ
し
放
な
り
。
然
る
に
寛
文
元
年
よ
り
金
海
町

台
所
の
附
腐
と
成
り
、
町
車
中
行
の
裁
許
陀
依
り
て‘

惣
緋
肝
煎
と
て

町
役
人
を
巾
・
付
け
、

惣
櫛
番
人
と
て
惣
椛
羽
の
役
人
共
主
支
配
せ
し

め
‘
惣
椛
・
土
居
刻
中
の
革
、
都
て
惣
憾
の
竹
木
与
の
紛
方
を
な
さ

金
海
古
政
志
巻
十
三

し
め
た
り
。
放
に
稼
は
惣
榔
竹
子
訴
と
て
、
夜
中
は
勿
論
日
の
内
迄

も
竹
子
の
禁
携
を
えなし
.
AJ肉
陀
成
れ
ば
惣
織
の
竹
を
傘
か
し
め
.

雲
折
の
手
訟
を
な
さ
し
め
た
り
。
或
は
云
ふ
。
惣
織
の
竹
は
防
禦
の

矯
め
に
秘
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
也
。
悲
し
敵
来
窓
の
時
は
、
土

居
の
竹
を
ば
そ
ぎ
切
に
致
し、

防
禦
の
一
助
と
す
。
故
に
此
の
竹
は

殊
に
生
育
を
肝
要
と
せ
し
也
と
。

O
惣

様

番

人

哲
務
中
は
惣
総
掘
従
来
の
橋
爪
K
、
惣
構
番
人
を
ぼ
四

五
人
或
は

二
・
一
二
人
宛
泣
か
れ
、
橋
爪
に
邸
地
主
脇
は
り
‘

愛
陀
居
住
し
て
惣
榔

の
締
方
を
危
し
た
り
。
放
に
是
を
惣
榔
橋
帯
人
共
呼
べ
り
。
惣
刊
帥
肝

煎
の
支
配
陀
て
、
此
の
詩
人
の
家
共

E
会
側
し
て
、
円
Z
E惣
鱗
組
と

都
し
た
り
。
金
部
町
台
所
に
あ
り
し
貞
卒
元
総
年
間
の
捻
子
胞
位

m旧
制
慨
を
見
る
に
、
帯
人
の
名
前
左
の
如
く
見
h
た
り
。

長
屋
平
左
街
門
前
惣
構
呑
人

左

術
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門

彦

十

日
向
日
前

宮
内
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橋
惣
様
呑
人興

兵
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